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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、ゆるやかな回復基調にあるものの、急激な円安の影響による

輸入原材料価格上昇から企業収益の圧迫が見られるほか、消費税率引き上げの影響から個人消費が低迷する等、そ

の先行きは不透明感を増しております。

 当社グループの事業に大きく関係する情報通信分野では、スマートフォンやクラウドサービスの普及に加え、ビ

ッグデータの活用など、ネットワークを利用した新たなサービスの拡大の動きが見られますが、ブロードバンド通

信サービス対応設備への投資は減少傾向にあります。

 このような事業環境の中、当社グループは総合エンジニアリング事業を中心に受注・売上の拡大に注力しました

が、当第２四半期連結累計期間の業績は、受注高369億54百万円（前年同期比88.4％）、売上高は343億48百万円

（前年同期比85.5％）となりました。利益面については、売上高の減少により、営業利益は8億2百万円（前年同期

比70.6％）、経常利益は9億70百万円（前年同期比75.1％）となりましたが、特別利益の計上により四半期純利益

は7億73百万円（前年同期比119.2％）となりました。

 当第２四半期連結累計期間におけるセグメント別の概況は次のとおりです。

 

①総合エンジニアリング事業

 前年同期に比べモバイル設備工事の当期受注高が減少したことなどにより、売上高、営業利益ともに減少しま

した。 

 

②ＩＣＴソリューション事業

 受注高は増加しましたが、売上高はＩＣＴ事業の伸び悩みにより減少しました。営業利益は、ビジネスサポー

ト事業が拡大したことにより増加しました。

 

③住宅不動産事業

 販売用手持物件が減少したことから、受注高、売上高ともに減少しましたが、コスト削減に努め営業黒字とな

りました。

 

 

（２）財政状態に関する説明

（資産）

 当第２四半期連結会計期間末における流動資産は、前連結会計年度末に比べて売上債権の回収が進んだことによ

り、受取手形・完成工事未収入金等が60億4百万円減少した結果、47億58百万円減少の321億73百万円となりまし

た。

 固定資産は、前連結会計年度末に比べて投資有価証券が6億97百万円増加したことなどにより、3億95百万円増加

の279億79百万円となりました。

 

（負債）

 当第２四半期連結会計期間末における流動負債は、前連結会計年度末に比べて支払手形・工事未払金等が21億84

百万円、短期借入金が10億28百万円減少した結果、47億78百万円減少の123億20百万円となりました。

 固定負債は、前連結会計年度末に比べ退職給付に関する会計基準等の改正により退職給付に係る負債が4億39百

万円増加した結果、6億42百万円増加の109億15百万円となりました。

 

（純資産）

 当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は、前連結会計年度末に比べて配当金4億14百万円の支払、退

職給付に関する会計基準等の改正による利益剰余金4億70百万円の減少などがありましたが、四半期純利益7億73百

万円を確保した結果、2億26百万円減少の369億16百万円となりました。

 この結果、自己資本比率は57.6%となりました。

 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

現時点では、平成26年５月12日に公表いたしました平成27年３月期の連結業績予想に変更はありません。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（退職給付に関する会計基準等の適用） 

 「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた

定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込

額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更、割引率の決定方法を従業員の平均残存勤務期間に近

似した年数に基づく割引率から退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割

引率を使用する方法へ変更しております。

 退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第２四半

期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減し

ております。

 この結果、当第２四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が663百万円増加し、利益剰余金が470百万円

減少しております。なお、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与え

る影響は軽微であります。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金預金 8,526 10,070 

受取手形・完成工事未収入金等 23,109 17,104 

リース債権及びリース投資資産 2,021 1,930 

未成工事支出金 305 394 

仕掛品 19 21 

仕掛販売用不動産 339 190 

販売用不動産 414 500 

商品 210 176 

材料貯蔵品 698 668 

繰延税金資産 892 628 

その他 597 660 

貸倒引当金 △202 △172 

流動資産合計 36,932 32,173 

固定資産    

有形固定資産    

建物・構築物（純額） 4,679 4,881 

機械、運搬具及び工具器具備品（純額） 2,712 2,334 

土地 8,472 8,391 

貸与資産（純額） 230 433 

建設仮勘定 151 9 

有形固定資産合計 16,246 16,050 

無形固定資産 420 398 

投資その他の資産    

投資有価証券 9,179 9,876 

長期貸付金 107 88 

繰延税金資産 148 107 

その他 1,615 1,583 

貸倒引当金 △132 △126 

投資その他の資産合計 10,917 11,530 

固定資産合計 27,583 27,979 

資産合計 64,516 60,153 
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    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形・工事未払金等 6,581 4,396 

短期借入金 5,385 4,357 

リース債務 241 184 

未払法人税等 1,052 175 

未成工事受入金 137 202 

賞与引当金 1,724 1,204 

役員賞与引当金 45 － 

工事損失引当金 63 28 

その他 1,868 1,772 

流動負債合計 17,099 12,320 

固定負債    

長期借入金 5,501 5,732 

リース債務 313 284 

役員退職慰労引当金 235 243 

退職給付に係る負債 3,798 4,238 

その他 423 417 

固定負債合計 10,273 10,915 

負債合計 27,373 23,236 

純資産の部    

株主資本    

資本金 5,676 5,676 

資本剰余金 4,425 4,425 

利益剰余金 24,232 24,001 

自己株式 △2,204 △2,172 

株主資本合計 32,129 31,929 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 2,261 2,653 

退職給付に係る調整累計額 72 81 

その他の包括利益累計額合計 2,334 2,734 

新株予約権 334 379 

少数株主持分 2,344 1,872 

純資産合計 37,142 36,916 

負債純資産合計 64,516 60,153 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    (単位：百万円) 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

売上高    

完成工事高 32,458 27,418 

兼業事業売上高 7,699 6,929 

売上高合計 40,158 34,348 

売上原価    

完成工事原価 29,456 25,048 

兼業事業売上原価 6,334 5,468 

売上原価合計 35,790 30,516 

売上総利益    

完成工事総利益 3,001 2,370 

兼業事業総利益 1,365 1,460 

売上総利益合計 4,367 3,831 

販売費及び一般管理費 3,230 3,028 

営業利益 1,136 802 

営業外収益    

受取利息 15 11 

受取配当金 106 110 

受取賃貸料 76 74 

持分法による投資利益 27 10 

その他 69 87 

営業外収益合計 296 294 

営業外費用    

支払利息 67 49 

賃貸費用 62 67 

その他 10 9 

営業外費用合計 140 126 

経常利益 1,291 970 

特別利益    

固定資産売却益 1 2 

投資有価証券売却益 － 9 

負ののれん発生益 － 335 

特別利益合計 1 347 

特別損失    

固定資産処分損 0 42 

投資有価証券売却損 17 0 

関係会社株式売却損 － 82 

減損損失 － 11 

その他 1 2 

特別損失合計 18 138 

税金等調整前四半期純利益 1,274 1,178 

法人税、住民税及び事業税 161 132 

法人税等調整額 408 314 

法人税等合計 569 446 

少数株主損益調整前四半期純利益 705 732 

少数株主利益又は少数株主損失（△） 56 △41 

四半期純利益 649 773 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 705 732 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 597 374 

退職給付に係る調整額 － 8 

持分法適用会社に対する持分相当額 △7 18 

その他の包括利益合計 590 401 

四半期包括利益 1,295 1,133 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 1,235 1,174 

少数株主に係る四半期包括利益 60 △40 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】 

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日  至 平成25年９月30日） 

  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

          （単位：百万円） 

  報告セグメント 

合計 
調整額 

（注）１ 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

（注）２ 

 

総合エンジ

ニアリング

事業 

ＩＣＴ 

ソリュー 

ション事業 

住宅不動産

事業 

売上高            

(1)外部顧客への売上高 31,499 7,915 742 40,158 － 40,158 

(2)セグメント間の内部売上高

又は振替高 
31 843 2 878 △878 － 

計 31,531 8,759 745 41,036 △878 40,158 

セグメント利益又は損失(△) 958 169 △6 1,122 14 1,136 

（注）１ セグメント利益又は損失(△)の調整額14百万円は、セグメント間取引消去及び全社費用であります。 

  ２ セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日  至 平成26年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

          （単位：百万円） 

  報告セグメント 

合計 
調整額 

（注）１ 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

（注）２ 

 

総合エンジ

ニアリング

事業 

ＩＣＴ 

ソリュー 

ション事業 

住宅不動産

事業 

売上高            

(1)外部顧客への売上高 26,563 7,304 480 34,348 － 34,348 

(2)セグメント間の内部売上高

又は振替高 
82 804 3 890 △890 － 

計 26,646 8,108 483 35,238 △890 34,348 

セグメント利益 451 318 19 789 13 802 

（注）１ セグメント利益の調整額13百万円は、セグメント間取引消去及び全社費用であります。 

  ２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

２.報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（固定資産に係る重要な減損損失） 

 重要な減損損失はありません。 

 

（重要な負ののれん発生益） 

 「総合エンジニアリング事業」セグメントにおいて、連結子会社である愛知ＮＤＳ株式会社及び静岡ＮＤＳ株

式会社の株式を追加取得した事により、当第２四半期連結累計期間において負ののれん発生益248百万円を計上し

ております。 

 

 「ＩＣＴソリューション事業」セグメントにおいて、連結子会社であるＮＤＳソリューション株式会社が少数

株主から自己株式を取得した事により、当第２四半期連結累計期間において負ののれん発生益86百万円を計上し

ております。 
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